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3.研 究の概要

製作 した高周波 分光装置にお いて、横軸 を周波 数、縦軸 を共振強度 に とったスペ ク トル

として観測 すると、物質 中の水 の束縛状態 に対応 す ると考 えられる位 置にピークが現れ、

かつ、混合 比を変える とピー クがシフ トする、すなわち水の状態 分析 ができることが判 明

した。 これを、衝 撃吸収剤の原料の一つであるポ リオー ルに適用 した。その結果、束縛状

態 の異なる3種 の水の存在 を確 認することがで き、 これは熱測定(DSC)に よる結果 と

一致 するものであ った。 とくに本法では測定温度 を変え るこ とな く常温の実験のみでDS

Cと 同 じ結果が得 られた ことが特徴 とい える。 この成果 を踏 まえ、 さ らに各種の試料 にっ

き試験的な測定 を行 た。た とえば、エチ レンオキシ ドーヒ ドロキノンの系、エチ レンービ

ニルアル コール共 重合膜の系、 コロイダル シ リカ(石 油分留用のゼ オライ トを合成する と

きの前駆体)の 反応過程、等々である。 いずれ も興 味あ る知見を与 えそ うなスペ ク トル を

得 ることがで き、 目下、 さらなる研究の具体策 を検 討中であ る。
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